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アッサロームアレイクム！新年あけまして

おめでとうございます。 

年末年始はどのように過ごされました

か？私は有り難いことに年越しそばや、

お節料理を食べる機会をいただき、年越

しのタイミングでは綺麗な花火も見ること

ができました。日本の家族や親戚と会え

ない寂しさはありますが、海外旅行に行く

ことすら難しいこのご時世に、海外で年を

越すことができたのはラッキーだなと感じ

ました。 

さて２０２１年は私の中でたくさんの挑

戦がありました。UAEに来たことも、UAEで

の柔道指導も、試合や合宿の引率もすべ

てが初めて尽くしで、緊張と楽しみが常に

入り混じるような１年でした。２０２２年も

同様に、新たなチャレンジが待っていると

思いますが、一歩一歩着実に乗り越え、

柔道においては昨年以上の結果を残せ

るように頑張りたいと思います。また仕事

以外の面でも、自分自身の成長につなが

るよう勉学に励みたいと思います！！ 

（心機一転シュクラン日記を少しだけリニ

ューアルしてみました。） 

 

   

 

 



2 

 

2 

 

 

 

 

 

 

１２月１５日～２５日にかけてチュニジアで合宿が行わ

れました。出発の 3 日前に行くことを伝えられたので予定

していたメンバーが 1 人来られないといったトラブルはあ

りましたが、ある意味 UAEらしいギリギリのスケジューリン

グでチュニジアに出発することになりました。 

今回の合宿は首都のチュニスでは無く、カイロワンで

行われました。カイロワンは街自体が世界遺産に登録さ

れているようで、街並みが非常に綺麗でした。 

 

さて肝心の合宿は基本的に 2部練習。午前はウエイト

トレーニングやランニングを中心に行いました。UAEの選

手は、ウエイトトレーニングは大好きなので前のめりに取

り組むのですが、ランニングになると明らかに走りたくなさ

そうな顔色でした。彼らは普段からあまりランニングをしな

いので、走りたくない気持ちも分かりますが、UAEチーム

の短所は何といっても体力の無さなので、合宿では目一

杯走ってもらいました。チュニジアは非常に涼しかったの

でランニングには最適な環境でした！

 

 

午後はチュニジアの選手と寝技・立技の乱取を行いまし

た。チュニジアの柔道レベルは UAE と同じか、少し強いと

いった感じで、互いに切磋琢磨できる良いレベルでした。

ただ初日の練習では UAEの選手たちは必要以上にチュ

ニジアの女子選手と練習をしていました。女子選手としか

練習していなかったと言っても過言ではないくらいでした。

おそらく UAEには女子選手がおらず、宗教的に女子と接

することが難しいということもあって、浮足立っていたのだ

と思います。決して女子選手との練習を否定するわけで

はありませんが、柔道のレベルアップを目的にチュニジア

まで来ているので、「自分より強い相手と練習しよう」と選

手たちに話し、男子との練習を促しました。選手たちも理

解してくれ、2日目からは積極的に男子と練習していまし

た。

 

男子と練習するようにはなりましたが、いかんせんUAEの

選手は体力が無いので連続して乱取ができず、1本練習

しては休む、を繰り返していました。無理に練習させて怪

我をしても困るし、どうしようかと考えていたのですが、

UAEチームに一緒に帯同してくれていたジャファーコーチ

12 月・1月の活動報告 
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に相談したところ、「彼らは無理やり練習させればやるよ。

どこか痛いと言っても大抵は大した怪我ではないから大

丈夫」と、相談した次の日から選手たちが休めないように

ジャファーコーチが対策を取ってくれました。そのお蔭もあ

り休む本数も大きく減りました。 

 

 選手たちはヘトヘトになりながらも一生懸命練習し、良

い流れで合宿は進んでいきました。しかし初日は 8人ほ

どいたコーチが日を追うごとに 1人減り、2人減り、ある日

練習に行ってみると私以外誰もコーチがいないという状

況がありました。先ほど登場したジャファーコーチはチュ

ニジア出身のコーチなのですが、彼もお客さんを町案内し

なければいけないという理由で練習に来られませんでし

た。アラビア語かフランス語しか通じないチュニジアで、

60人近くいる選手に対して私 1人で指導しなければいけ

ない状況はさすがに足が震えました。不安いっぱいの中

で練習をスタートしましたが、状況を察した UAEの選手た

ちが通訳をし、チュニジアチームのリーダー的な存在の

選手もチームをまとめてくれ、練習は案外スムーズに行

えました。またこういうトラブルが UAE とチュニジアの選手

の距離を縮め、私とチュニジアの選手の距離も縮めてく

れるのだと感じました。他国の合宿に来て、「誰もコーチ

がいないなんて状況が起こるのだ」と本当に驚きましたが、

チュニジアの選手と距離を縮められたという点において

は良い機会を頂けたのかなと思います。 

 そんなこんな細々としたトラブルはあったものの合宿は

良い形で終了することができました。初日は女子選手とし

か練習しなかったところから、休まず続けて乱取ができる

までに選手たちは成長しました。痛い痛いと言いながらも

自分でテーピングを巻いて、練習に戻っていく姿も印象的

でした。どれもほんの少しの成長ですが、UAEの選手にと

っては大きな成長のように感じました。こういった経験を

繰り返し、少しずつ成長していって欲しいと思います。 

  

 

（↑今回の合宿に関して、新聞やネットニュースにも取り

上げてもらっていたようです。） 

チュニジア合宿の報告は以上になります。 

 

さて、年が代わり２０２２年１月、予定されていた海外で

の合宿や試合はコロナ感染拡大により延期になりました。

国内のスポーツ活動も中止になるかもしれないという噂を

小耳に挟みましたが、今のところ変わりなく練習を続けら

れています。また以前はアブダビ市内での指導のみでし

たが、最近は週に３日アブダビ市内で行い、週に２日はシ

ャムハという市内から少し離れた場所で指導をしていま

す。アブダビで指導を開始して以降、練習に行くと畳が撤

去されていたり、知らぬ間に施設工事が始まり道場が使

えないなんてこともありましたが、最近はそういうトラブル

も減り、安定して指導できるようになってきました。
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生徒数は平均で１０人前後とあまり多くは無いですが、駐

車場で 1人の生徒と練習していたころに比べれば大きな

進歩です！ 

今後はもう少しアブダビの柔道人口を増やしていきた

いですし、「アブダビで練習している子たちは強いね」と言

ってもらえるように、練習の質も高めていきたいと思いま

す。 

 

 

来月（２月）も海外での合宿や試合等の大きな活動はあり

ませんので、引き続きアブダビでの指導を頑張りたいと思

います。 

最後になりますが、今年１年も UAEでの活動を精一杯

頑張りますので、温かく見守って頂ければ幸いです。本年

もどうぞよろしくお願い致します。 

                     芦田 弘毅 


